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   Ｇ０６Ｎ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０６Ｎ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｎ   5/04    ５５０Ｊ
   Ｇ０６Ｎ   3/00    ５５０Ｅ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月29日(2013.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　遷移確率aijは、状態Siから状態Sjに状態が遷移する確率である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０６】
　ステップＳ３５において、差分Lk(o1:T)-Lk-1(o1:T)が、閾値ε未満であると判定され
た場合、すなわち、例えば、k回の再推定後の第２の観測尤度bj(o)を用いて計算される対
数尤度Lk(o1:T)が、1回前であるk-1回の再推定後の第２の観測尤度bj(o)を用いて計算さ
れる対数尤度Lk-1(o1:T)から、ほとんど増加せず、したがって、第２の観測尤度bj(o)が
収束した場合、モデル学習部２２は、模倣学習の処理を終了する。
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